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今後の具体的な指導改善のポイント

◆比較的できている点 

○「言語についての知識・理解・技能」において、全国平均より高い正答率になっています。文

章の意味を考えて正しい漢字を書いたり、ことわざを正しく使ったりすることができます。５年

生までの漢字の読み書きが、概ね身についています。 

◆課題のある点

○「書くこと」では、目的や意図に応じて、自分の考えや理由を明確にし、整理して書くことに課

題が見られます。 

○「読むこと」では、本や文章全体を大まかに捉えて、求められている情報を取り出すことに課

題があります。 

〇現状児童ができているポイントについては、今後も維持、向上できるように継続して指導に取

り組みます。 

○文章を書く際に、①目的や意図を正しく捉えること、②自分の考えやそれに繋がる理由を明

確にすること、③構成を整理することなどを段階的に学ぶことができるよう、指導計画の見直

しを図り、プログラムしていきます。 

〇「効果的に読む」ということを軸に据え、書かれていることの主旨や必要な情報を捉えること

を意識付けながら資料を読む習慣をつけさせていきます。その際、教科横断的にアプローチ

し、他教科における資料活用能力なども並行して高めていきます。 



今後の具体的な指導改善のポイント

◆比較的できている点 

○「数量や図形についての知識・理解」において、全国平均より高い正答率になっています。 

◆課題のある点

○「量と測定」では、示された図形の面積の求め方を解釈し、その求め方の説明を記述するこ

とに課題が見られます。 

○題意を読み取れず、問題で提示されている場面の把握ができなかったり、意味を理解してい

ても記述できなかったりすることが課題と考えられます。問題を図式化したり、自分の考えを

文章化して友達に説明したりする活動を授業に取り入れ、場面のイメージを持たせられるよ

うに取り組んでいきます。 

〇問題を解決するために見通しを持ち、筋道を立てて考え、その考え方や解決方法を説明する

ことに課題が見られます。問題解決型など、単元に応じたやり方で考える力が育つように取

り組んでいきます。 



◆本校のよかったところ

○読書は好きと回答した児童の割合が全国平均と比べて高く、読み聞かせやお話会などで本

に関心をもたせる活動からも、本を好きに思っている児童が多いと思われます。 

○毎日、同じくらいの時刻に起きている児童が、全国平均と比べて２０％程度高く、規則正しい

生活を過ごしている児童が多いと思われます。 

◆本校の課題と思われるところ

○地域の行事に参加している、地域や社会をよくするために何をすべきか考えていると回答し

た児童の割合が２０％、１３％であり、地域に対して関わろうとする意識は、低いと思われま

す。 

○「将来の夢や目標をもっています」と回答した児童の割合が県・全国平均よりやや低くなって

います。 

生活について

○各学年にあった内容の「学習の手引き」を配付し、家庭学習の時間や内容の目安を設定して

いますが児童への一層の指導を行っていきます。算数では、学習内容の定着を図るととも

に、算数を「自分で学んでいく力を養う」学習の一環であることの意識付けをしていきます。 

○授業の必要な場面においてタブレットなどの ICT 機器を活用していきます。児童の興味関心

を引き出すだけでなく、児童が画面を操作しながら学習内容を理解したり、イメージを持った

りしながら学習していく経験を通して、主体的に学習に取り組む力を育んでいきます。 

○本校は「かかしまつり」や「もちっ子ひろ場」などの地域と密着した行事への参加が多くありま

す。また、校外学習などでも地域の方々に多くの協力をしていただいています。地域を基盤と

した豊かな学習活動が日ごろから展開されていることを児童に再認識させるとともに、今後も

地域を大切にする心を育んでいきます。 

◆本校のよかったところ

○「算数の授業で問題の解き方や考え方がわかるようにノートを書いていますか」という質問に

対して 89％の児童が肯定的に回答しています。工夫して考えを深めようとしている児童が多

いようです。 

○「国語の授業では、目的に応じて、自分の考えを話したり書いたりしていますか」という質問に

対して 86.5％の児童が肯定的に回答しています。「国語の授業で自分の考えを話したり書い

たりするとき、うまく伝わるように理由を示したりするなど、話や文章の組立てを工夫していま

すか」という質問に対して 72％の児童が肯定的に回答していることから、発表の機会では、

自分の考えを相手に伝えようとする意欲がある児童が多いようです。 

◆本校の課題と思われるところ

○「算数の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役立つと思いますか」という質問に

対しては、当てはまると回答した児童が全国平均を下回っており、算数で学習したことを普段

の生活と関連付けて考えることに課題が見られました。 

今後の具体的な取組について
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規則正しい生活をしまし

ょう。

規則正しい生活を送ることで、活動や学

習のための体の準備ができます。「早

寝・早起き」ができるよう心がけましょう。 

家庭学習の習慣を身につ

けましょう。

「学年×１０分」を目安に、家庭での学習

時間を決めましょう。家庭学習は毎日続

けることで習慣化されます。 

子どもとたくさん話しま

しょう。 

地域の行事に進んで参加

しましょう 

学校での出来事について、話をする時

間をできるだけつくりましょう。話を聞い

てもらうことが児童の安心感につながり

ます。 

毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか。

普段、１日当たりどのくらいの時間勉強しますか。

家の人(兄弟姉妹を除く)と学校での 

出来事について話をしますか。 

今住んでいる地域の行事に参加していますか。

地域の行事に参加することで様々な人

と関わることができます。また、社会の

一員としての意識の高まりへとつながり

ます。 





校庭の水槽に咲いた「河骨」の花


